
独
自
で
対
応
す
る
考
え

は
な
い
。

保
谷
駅
南
口
再
開
発
に
つ
い
て

再
開
発
地
区
の
権
利
者

は
事
業
に
賛
成
し
て
い
る
と
さ

れ
て
き
た
が
、
合
意
に
達
し
て

い
な
い
で
は
な
い
か
。
権
利
者

の
営
業
は
守
れ
る
の
か
、
犠
牲

に
な
ら
な
い
の
か
。

十
分
協
議
し
て
い
く
。

６
千
万
円
余
り
を
か
け

た
実
施
設
計
を
１
千
785
万
円

か
け
て
修
正
す
る
理
由
は
。

実
施
設
計
は
出
店
を
希

望
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
配

置
し
行
っ
た
。
そ
の
後
そ
の
企

業
が
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
た
め
、

そ
の
分
の
床
を
市
が
約
７
億
円

で
購
入
し
、
公
民
館
・
図
書
館

を
移
設
す
る
と
し
た
た
め
。

税
金
の
余
分
な
出
費
で

あ
り
、
違
約
金
を
取
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
市
長
の
政
治
責
任

を
問
う
。事

業
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
は
仕
方
の
な
い
こ
と
。
こ

れ
か
ら
も
動
く
可
能
性
は
あ
る
。

無
責
任
過
ぎ
る
。

市
民
の
意
見
を
都
に
上
げ
よ

調
布
保
谷
線
の
環
境
施

設
帯
検
討
協
議
会
が
開
か
れ
て

い
る
。
生
活
道
路
の
分
断
に
市

は
ど
う
対
策
を
と
ろ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

協
議
会
の
議
論
を
踏
ま

え
都
と
協
議
す
る
。

都
は
、
道
路
周
辺
30
ｍ

の
用
途
地
域
の
変
更
を
行
い
、

高
層
住
宅
や
風
俗
営
業
の
で
き

る
地
域
に
変
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
静
か
な
環
境
が
壊
さ
れ
、

日
照
権
の
問
題
も
起
こ
る
。
市

民
生
活
を
守
る
立
場
に
立
つ
べ

き
。

用
途
地
域
の
変
更
は
進

め
る
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

被
保
険
者
の
年
齢
引
き

下
げ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
利
用
者
負
担
増
、
要
支
援
・

要
介
護
度
１
の
利
用
者
を
介
護

保
険
外
に
す
る
な
ど
の
問
題
が

あ
る
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

国
の
動
向
を
見
る
。

市
独
自
の
低
所
得
者
対

策
の
考
え
を
問
う
。

合
併
４
年
目
、
総
合
計
画
に

基
づ
く
実
施
計
画
ス
タ
ー
ト
の

年
。
市
長
の
施
政
方
針
並
び
に

行
政
全
般
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
地
域
に
潜
在
す
る
可

能
性
を
引
き
出
す
策
は
。
総
合

計
画
の
実
施
計
画
の
計
画
体
系

上
の
位
置
づ
け
は
。
②
総
合
計

画
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
行

管
理
手
法
は
。
③
新
市
建
設
計

画
と
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画

と
の
整
合
性
は
。
④
人
材
育
成

計
画
の
手
法
は
。

①
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

計
画
年
次
の
違
い
は
調
整
し
、

整
合
性
を
図
る
。
②
毎
年
３
カ

年
の
実
施
計
画
を
策
定
し
実
効

性
を
確
保
す
る
。
③
整
合
性
を

図
る
。
④
職
員
の
意
識
改
革
推

進
と
能
力
活
用
を
強
化
す
る
。

財
政
に
つ
い
て

基
金
を
大
幅
に
取
り
崩

す
予
算
が
提
案
さ
れ
た
。
財
政

見
通
し
に
対
す
る
認
識
は
。
危

機
意
識
が
甘
く
は
な
い
か
。
税

源
移
譲
が
進
ま
な
い
中
で
特
例

債
利
用
事
業
を
進
め
る
と
、
後

年
度
負
担
と
な
ら
な
い
か
。

市
は
裕
福
で
は
な
い
。

交
付
税
制
度
が
厳
し
い
。
３
カ

年
の
財
政
フ
レ
ー
ム
を
作
成
中
。

一
般
行
政
経
費
が
厳
し
い
。

行
政
改
革
と
市
民
サ
ー
ビ
ス

①
行
革
大
綱
の
評
価
及

び
第
二
次
行
革
へ
の
反
映
は
。

②
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
の

進
捗
状
況
と
各
種
計
画
と
の
整

合
性
は
。
③
行
政
評
価
制
度
の

16
年
度
一
部
導
入
へ
の
準
備
は
。

①
14
、
15
年
度
は
概
ね

８
割
達
成
。
行
革
委
員
会
に
報

告
、
第
二
次
行
革
大
綱
策
定
に

生
か
す
。
②
整
合
性
の
検
証
、

施
設
の
特
性
、
利
用
実
態
を
調

査
し
、
あ
り
方
を
検
証
す
る
。

市
民
が
納
得
す
る
形
で
進
め
る
。

③
16
年
度
は
各
課
１
事
業
を
予

定
。
評
価
機
関
を
立
ち
上
げ
る
。

都
市
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

①
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
状
況
は
。
②
道

路
及
び
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て
。

③
東
大
農
場
に
対
す
る
見
解
は
。

④
保
谷
駅
南
口
再
開
発
に
お
け

る
権
利
者
と
の
協
議
、
合
意
形

成
状
況
を
問
う
。

①
７
月
公
表
を
目
途
に

進
行
中
。
②
平
成
17
年
度
に
道

路
整
備
計
画
を
策
定
し
、
歩
き

や
す
く
使
い
や
す
い
道
路
づ
く

り
を
目
指
す
。
③
関
係
機
関
と

の
調
整
を
図
り
一
定
の
方
向
性

を
定
め
る
。
④
取
り
組
み
が
甘

い
と
の
指
摘
は
承
知
。
権
利
者

の
多
数
の
意
見
を
、
事
業
を
進

め
る
第
一
歩
と
考
え
る
。

環
境
対
策
に
つ
い
て

①
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

取
得
後
の
評
価
と
今
後
に
つ
い

て
。
②
緑
被
率
の
確
保
と
緑
の

創
設
に
つ
い
て
。

①
省
エ
ネ
、
省
資
源
活

動
を
実
施
中
。
市
民
や
企
業
へ

の
啓
発
事
業
を
行
う
。
②
緑
の

基
本
計
画
を
策
定
中
。
計
画
的

に
生
産
緑
地
等
を
買
い
取
り
、

公
園
・
緑
地
を
ふ
や
す
。

福
祉
施
策
に
つ
い
て

①
子
育
て
支
援
計
画
に

対
す
る
市
民
の
声
を
ど
う
受
け

と
め
る
か
。
②
介
護
保
険
事
業

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
。

①
計
画
実
施
段
階
で
参

考
と
す
る
。
②
要
介
護
認
定
者

の
増
加
に
伴
い
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
が
増
加
。
介
護
予
防
・
自

立
支
援
施
策
を
進
め
る
。

そ
の
他

子
ど
も
の
安
全
確
保
は
。

防
犯
ブ
ザ
ー
を
配
布
し

地
域
と
の
連
携
を
図
る
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
創
設
に
つ
い
て
。

い
つ
で
も
だ
れ
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
、
楽
し
い
ク
ラ

ブ
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
い
。

東大農場のポプラ並木とはなみずき

国
民
健
康
保
険
料
・
保
育
料
の

値
上
げ
は
や
め
よ

不
況
の
影
響
が
深
刻
だ
。

市
民
の
所
得
は
落
ち
込
み
、
生

活
保
護
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
。

市
は
昨
年
介
護
保
険
料
を
値

上
げ
し
、
さ
ら
に
４
月
か
ら
国

保
料
・
保
育
料
の
値
上
げ
を
強

行
す
る
。
党
市
議
団
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、「
国
保
料
の
引
き

上
げ
に
反
対
」
が
82
％
も
あ
る
。

不
況
に
苦
し
む
市
民
に
な
ぜ
値

上
げ
を
押
し
つ
け
る
の
か
。

市
の
財
政
が
厳
し
い
。

不
要
不
急
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
建
設
は
中
止
せ
よ

国
の
三
位
一
体
改
革
の

影
響
で
今
年
度
は
15
億
円
余
り

の
減
収
だ
。
ご
み
減
量
推
進
課

の
事
務
所
や
清
掃
車
の
駐
車
場

目
的
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
建

設
は
中
止
せ
よ
。

建
設
は
進
め
る
。

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
制
度
の

拡
充
を
求
め
る

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化

制
度
の
所
得
制
限
を
な
く
し
、

対
象
年
齢
を
小
学
校
低
学
年
ま

で
広
げ
る
こ
と
を
求
め
る
。

市
と
し
て
拡
充
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

保
育
園
の
増
設
、
保
育
園
の
運

営
は
行
政
の
責
任
で

み
ど
り
保
育
園
の
建
て

か
え
を
契
機
に
公
立
保
育
園
の

民
営
化
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

市
民
の
税
金
を
使
っ
て
施
設
を

つ
く
り
な
が
ら
、
な
ぜ
市
が
責

任
を
持
っ
て
運
営
を
行
わ
な
い

の
か
。
多
く
の
保
護
者
は
公
的

保
育
の
充
実
を
願
っ
て
い
る
。

公
設
公
営
の
保
育
園
運
営
と
保

育
園
の
増
設
を
求
め
る
。

民
間
活
用
を
図
る
。

「
国
の
た
め
に
命
を
投
げ
出
す

教
育
」
を
求
め
る
危
険
な
動
き

自
民
・
民
主
の
国
会
議

員
に
よ
る
「
教
育
基
本
法
改
正

促
進
委
員
会
」
設
立
総
会
で
は

「
国
の
た
め
に
命
を
投
げ
出
す

こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え

る
」
発
言
が
あ
っ
た
。
戦
前
の

教
育
に
逆
戻
り
す
る
動
き
が
加

速
し
て
い
る
。
見
解
を
問
う
。

見
解
を
述
べ
る
立
場

に
な
い
。

過
度
な
競
争
の
是
正
を

国
連
子
ど
も
の
権
利
委

員
会
の
最
終
所
見
は
「
競
争
を

強
い
る
日
本
の
教
育
は
子
ど
も

に
否
定
的
な
影
響
を
与
え
て
い

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
。

こ
れ
ま
で
の
「
過
度

の
平
等
主
義
・
一
律
主
義
」
を

見
直
す
の
が
教
育
改
革
。
競
争

は
必
要
と
考
え
る
。

教
育
委
員
会
の
仕
事
は

教
育
環
境
の
整
備
に
限
ら
れ
て

い
る
。
30
人
学
級
・
保
護
者
負

担
軽
減
・
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

の
設
置
な
ど
を
優
先
せ
よ
。

公
民
館
・
図
書
館
の
民
間
委
託

は
見
直
せ「

教
育
計
画
」
で
は
、

市
民
の
生
涯
教
育
を
支
え
る
公

民
館
の
民
間
委
託
や
受
益
者
負

担
、
図
書
館
の
民
間
委
託
が
打

ち
出
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
業

務
は
市
が
責
任
を
負
う
べ
き
。

行
革
大
綱
に
沿
っ
て

民
間
委
託
を
進
め
て
い
く
。

調
布
保
谷
線
　

答
弁

答
弁

答
弁

市
長

部
長

部
長

市
長

意
見

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

国
保
料
１
億
円
余
の
値
上
げ
や
め

保
谷
駅
南
口
再
開
発
の
再
検
討
を

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団

保
　
谷
　
清
　
子

大
　
川
　
真
　
理

倉
　
根
　
康
　
雄

高
　
梨
　
　
　
功

安
　
斉
　
慎
一
郎

葉
　
原
　
時
　
美

市
民
が
心
を
ひ
と
つ
に
夢
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
て

市
民
ク
ラ
ブ

猪
　
野
　
　
　
滋

相
　
馬
　
和
　
弘

質
問

質
問

質
問

市
長

市
長

市
長

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

市
長

質
問

質
問

質
問

意
見

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

部
長

部
長

市
長

質
問

質
問

質
問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
標

達
成
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
く
所

存
。総

合
計
画
で
は
、「
や
さ
し
さ

と
ふ
れ
あ
い
の
西
東
京
に
暮
ら

し
、
ま
ち
を
楽
し
む
」
こ
と
を
基

本
理
念
に
４
つ
の
理
想
の
ま
ち
を

掲
げ
、
今
後
も
、
市
民
と
行
政
と

の
協
働
に
よ
る
手
法
を
積
極
的
に

用
い
な
が
ら
、
本
市
独
自
の
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

◆
本
年
度
の
主
な
施
策

○（
仮
称
）
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

の
基
本
設
計
・
実
施
設
計
に
着

手○
田
無
柳
沢
児
童
セ
ン
タ
ー
及
び

下
保
谷
児
童
館
の
夜
間
・
休
日

の
開
館
延
長

○
保
育
園
に
お
け
る
一
時
保
育
事

業
を
２
園
か
ら
３
園
に
増
設

○
地
域
見
守
り
活
動
拠
点
施
設

の
整
備
を
促
進
し
、
高
齢
者
地
域

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
強

化○
新
市
建
設
計
画
関
係
で
は
、
総

合
計
画
に
掲
げ
る
新
た
な
市
民
ニ

ー
ズ
の
う
ち
、
そ
の
趣
旨
に
合
致

す
る
15
の
事
業
を
新
た
に
加
え
、

な
お
一
層
、
合
併
効
果
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
む
。

・（
仮
称
）
合
併
記
念
公
園
（
西

東
京
い
こ
い
の
森
公
園
）
は
、
来

年
５
月
の
開
園
に
向
け
て
整
備

・
は
な
バ
ス
は
、
９
月
を
目
途
に

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南
口
と
保
谷
庁
舎

を
結
ぶ
第
５
ル
ー
ト
を
運
行
開
始

・
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
で
は
、
地
域
懇
談
会
を
設
置

し
、
地
域
や
関
係
者
と
の
意
見
交

換
を
行
い
な
が
ら
、
ひ
ば
り
ヶ
丘

駅
北
口
地
区
基
本
構
想
を
策
定

※
施
政
方
針
は
、
市
報
３
月
15
日

号
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
両
庁

舎
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各
図

書
館
に
て
全
文
を
ご
ら
ん
い
た
だ

け
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

代表質問・一般質問（2）

第15号（3）




